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公益財団法人東近江三方よし基金 定款 

 
第１章 総 則 

 
（名称） 
第１条 この法人は、公益財団法人東近江三方よし基金と称する。 
 
（主たる事務所） 
第２条 この法人は、主たる事務所を滋賀県東近江市に置く。 
 
（目的） 
第３条 この法人は、東近江市の地域的課題を、同市の豊かで特色ある自然資本・人工資本・

人的資本・社会関係資本といった「地域資源」を活かしつつ解決を目指す多様な主体並

びにその取組みに対し、それらを市民自らが支える仕組みを構築することを通じて、

「未来資本」を創出し、東近江市地域の活性化及び循環共生型の社会づくりに資するこ

とを目的とする。 
 
（事業） 
第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
（１）地域的課題並びに公益活動に係る調査研究、情報収集 

 （２）地域的課題を解決する取組みの事業化に向けた相談及び支援 
 （３）公益活動を行う諸主体に仲介・提供するために、資金等の資源を募り、また確保す

る事業 
 （４）公益活動を行う諸主体を支援したい者に対する相談事業 
 （５）公益活動を行う諸主体に対する助成、融資及び資源の提供事業 
 （６）公益活動を支援するための不動産その他地域資源の活用事業 
（７）前各号に掲げる事業のほか、東近江市を構成する諸主体が公益活動を支え、担う仕

組みの検討及び実施に係る事業 
 （８）その他前条の目的を達成するために必要な事業 
２ 前項の事業は、滋賀県において行うものとする。 

 
（機関の設置） 
第５条 この法人は、評議員、評議員会、理事、理事会及び監事を置く。 
 
（公告） 
第６条 この法人の公告は、電子公告により行う。ただし、事故その他やむを得ない事由に

よって電子公告による公告をすることができない場合は、官報に掲載する方法により

行う。 
 

第２章 資産及び会計 
 
（財産の拠出） 
第７条 設立者は、現金３百万１千円を、この法人の設立に際して拠出する。 
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（事業年度） 
第８条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 
 
（事業計画及び収支予算） 
第９条 この法人の事業計画書、収支予算書、資金調達書及び設備投資の見込みを記載した

書類については、毎事業年度開始の日の前日までに、代表理事が作成し、理事会の承認

を受けなければならない。 
 ２ 前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間備え置き、

一般の閲覧に供するものとする。 
 ３ 第１項の規定は、事業計画書等の変更について準用する。この場合において、同項中

「毎事業年度の開始の日の前日までに」とあるのは、「速やかに」と読み替えるものと

する。 
 
（事業報告及び決算） 
第１０条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後３ヶ月以内に、代表

理事が次の書類を作成し、監事の監査を受け、理事会の承認を経て定時評議員会に提出

し、第１号から第２号の書類についてはその内容を報告し、第３号から第６号までの書

類については承認を受けなければならない。 
 （１）事業報告 
 （２）事業報告の附属明細書 
 （３）貸借対照表 
 （４）損益計算書（正味財産増減計算書） 
 （５）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書 
 （６）財産目録 
 ２ 前項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に５年間備え置き、一般の閲覧に供する

とともに、定款を主たる事務所に備え置き、一般の閲覧に供するものとする。 
 （１）監査報告 
 （２）評議員並びに理事及び監事の名簿 
 （３）評議員並びに理事及び監事の報酬等の支給の基準を記載した書類 
（４）運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを

記載した書類 
 
（公益目的取得財産残額の算定） 

第１１条 代表理事は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第

４８条の規定に基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日における公益目的取得財産

残額を算定し、前条第３項第４号の書類に記載するものとする。 
 
（剰余金の不分配） 
第１２条 この法人は、剰余金の分配を行わない。 
 

第３章 評議員 
 
（評議員） 
第１３条 この法人に評議員６名以上１２名以内を置く。 
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（評議員の選任及び解任） 
第１４条 評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下

「一般法人法」という。）第１７９条から第１９５条の規定に従い、評議員会において行う。 
２ 評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなければならない。 
（１）各評議員について、次のイからヘに該当する評議員の合計数が評議員の総数の３分

の１を超えないものであること。 
イ  当該評議員及びその配偶者又は３親等内の親族 
ロ  当該評議員と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者 
ハ  当該評議員の使用人 
ニ  ロ又はハに掲げる者以外の者であって、当該評議員から受ける金銭その他の財産

によって生計を維持しているもの 
ホ  ハ又はニに掲げる者の配偶者 
ヘ  ロからニまでに掲げる者の３親等内の親族であって、これらの者と生計を一にす

るもの 
（２）他の同一の団体（公益法人を除く。）の次のイからニに該当する評議員の合計数が

評議員の総数の３分の１を超えないものであること。 
イ 理事 
ロ 使用人 
ハ 当該他の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表者又は管理人の定

めのあるものにあっては、その代表者又は管理人）又は業務を執行する社員である者 
ニ 次に掲げる団体においてその職員（国会議員及び地方公共団体の議会の議員を除

く。）である者 
① 国の機関 
② 地方公共団体 
③ 独立行政法人通則法第２条第１項に規定する独立行政法人 
④ 国立大学法人法第２条第１項に規定する国立大学法人又は同条第３項に規定す

る大学共同利用機関法人 
⑤ 地方独立行政法人法第２条第１項に規定する地方独立行政法人 
⑥ 特殊法人（特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人であって、

総務省設置法第４条第 15 号の規定の適用を受けるものをいう。）又は認可法人（特

別の法律により設立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認可を要する法人をい

う。） 
 ３ 評議員は、この法人又はその子法人の理事、監事又は使用人を兼ねることができない。 
 
（任期） 
第１５条 評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関す

る定時評議員会の終結の時までとする。 
２ 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した

評議員の任期の満了する時までとする。 
３ 評議員は、第１３条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により

退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を有

する。 
 
（評議員の報酬等） 
第１６条 評議員は無報酬とする。 
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 ２ 前項の規定に関わらず、評議員にはその職務を行うために要した費用を弁償するこ

とができる。 
 

第４章 評議員会 
 
（構成） 
第１７条  評議員会は、すべての評議員をもって構成する。 
 
（権限） 
第１８条 評議員会は、次の事項について決議する。 
 （１）評議員並びに理事及び監事の選任又は解任 
 （２）理事及び監事の報酬等の額 
 （３）評議員に対する報酬等の支給の基準 
 （４）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）並びにこれらの附属明細書の承

認 
 （５）定款の変更 
  （６）残余財産の帰属の決定 
 （７）その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 
 
（開催） 
第１９条 定時評議員会は、毎事業年度終了後３ヶ月以内に開催する。 
 ２ 臨時評議員会は、必要があるときは、いつでも開催することができる。 
 
（招集） 
第２０条 評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき代表理

事が招集する。 
 ２ 代表理事に事故があるときは、あらかじめ理事会の定めた順序により他の理事が招

集する。 
３ 評議員は、理事に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議員

会の招集を請求することができる。 
 
（招集の通知） 
第２１条 代表理事は、評議員会の日の７日前までに評議員に対して、会議の日時、場所、

目的である事項を記載した書面をもって通知を発しなければならない。 
 ２ 前項に関わらず、評議員全員の同意があるときは、招集の手続きを経ることなく、評

議員会を開催することができる。 
 
（議長） 
第２２条 評議員会の議長は、評議員会において、出席した評議員の中から選出する。 
 
（決議） 
第２３条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員

の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 
２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員 

を除く評議員の３分の２以上に当たる多数をもって行う。 
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 （１）監事の解任 
 （２）評議員に対する報酬等の支給の基準 
 （３）定款の変更 
 （４）その他法令で定められた事項 
３ 評議員、理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、候補者ごとに第１項の

決議を行わなければならない。評議員、理事又は監事の候補者の合計数が第１３条又は

第２７条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数

の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することとする。 
 
（決議の省略） 
第２４条 理事が評議員会の目的である事項につき提案した場合において、当該提案につ   

き評議員（当該事項について議決に加わることができるものに限る。）の全員が書面又

は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の評議員会の

決議があったものとみなす。 
 
（議事録） 
第２５条 評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 
２ 前項の議事録には、議長及びその評議員会において選任された議事録署名人２名が、

記名押印又は電子署名する。ただし、前条の場合及び評議員会の決議の省略があった場

合は、法令で定めるところによる。 
 ３ 第１項の規定により作成した議事録は、主たる事務所に１０年間備え置かなければ

ならない。 
 
（評議員会規則） 
第２６条 評議員会の運営に関し必要な事項は、法令又はこの定款に定めるもののほか、評

議員会において定める評議員会規則による。 
 

第５章 役員等 
 
（役員の設置） 
第２７条 この法人に、次の役員を置く。 
 （１）理事 ６名以上２０名以内 
 （２）監事 ２名以上３名以内 
２ 理事のうち１名を理事長とする。 
３ 前項の理事長をもって一般法人法に規定する代表理事とする。 

 
（役員の選任等） 
第２８条 理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。 
２ 代表理事及び業務執行理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。 
３ 理事会は、その決議によって第２項で選定された業務執行理事より、副理事長、専務

理事及び常務理事を選定することができる。ただし、合計４名以内とする。 
４ 監事は、この法人又はその子法人の理事若しくは使用人を兼ねることができない。 
５ 理事のうち、理事のいずれか１名とその配偶者又は３親等内の親族その他特別の関

係にある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。監事についても同様

とする。 
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６ 他の同一の団体の理事又は使用人である者その他これに準ずる相互に密接な関係に

あるものとして法令で定める者である理事の合計数は、理事総数の３分の１を超えて

はならない。監事についても同様とする。 
 
（理事の職務及び権限） 
第２９条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執行

する。 
２ 代表理事は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、その業務

を執行し、業務執行理事は、理事会において別に定めるところにより、この法人の業務

を分担執行する。 
３ 代表理事及び業務執行理事は、毎事業年度に４ヶ月を超える間隔で２回以上、自己の

職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。 
 
（監事の職務及び権限） 
第３０条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作

成する。 
２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び

財産の状況の調査をすることができる。 
  
（役員の任期） 
第３１条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時評議員会の終結の時までとする。 
２ 監事の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時

評議員会の終結の時までとする。 
３ 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとす

る。 
４ 理事又は監事は、第２７条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任

により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事としての

権利義務を有する。 
 
（役員の解任） 
第３２条 理事又は監事が、次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって解任

することができる。 
（１）職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

 （２）心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 
 
（役員の報酬等） 
第３３条 理事及び監事は無報酬とする。ただし、常勤の役員に対しては、評議員会におい

て定める総額の範囲内において、報酬等の支給の基準に従って算定した額を報酬等とし

て支給することができる。 
 ２ 前項の規定に関わらず、理事及び監事にはその職務を行うために要した費用を弁償

することができる。 
 
（顧問） 
第３４条 この法人に顧問を置くことができる。 
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 ２ 顧問は、理事会において任期を定めた上で選任する。 
 ３ 顧問は、代表理事の諮問に応え、この法人への助言及び協力を行い、理事会において

意見を述べることができる。 
 ４ 顧問は、無報酬とする。ただし、その職務を行うために要した費用を弁償することが

できる。 
 
（取引の制限） 

第３５条 理事が次に掲げる取引をしようとする場合は、その取引について重要な事実を

開示し、理事会の承認を得なければならない。 

（１）自己又は第三者のためにするこの法人の事業の部類に属する取引 

 （２）自己又は第三者のためにするこの法人との取引 

 （３）この法人がその理事の債務を保証することその他理事以外の者との間においてこ

の法人とその理事との利益が相反する取引 

２ 前項の取引をした理事は、その取引の重要な事実を遅滞なく、理事会に報告しなけ

ればならない。 

 

（責任の免除） 

第３６条 この法人は、理事及び監事の一般法人法第１９８条において準用する第１１１

条第１項の賠償責任について、法令に定める要件に該当する場合には、理事会の決議

により、賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を限度とし

て、免除することができる。 

 
第６章 理事会 

 
（構成） 
第３７条 理事会は、すべての理事をもって構成する。 
 
（権限） 
第３８条 理事会は、次の職務を行う。 
 （１）この法人の業務執行の決定  
 （２）理事の職務の執行の監督 
 （３）代表理事及び業務執行理事の選定及び解職 
 （４）顧問の選任及び解任 
 （５）評議員会の開催の日時及び場所並びに評議員会の目的である事項の決定 
 （６）規則の制定、変更及び廃止 
 ２ 理事会は、次に掲げる事項その他の重要な業務執行の決定を、理事に委任することが

できない。 
 （１）重要な財産の処分及び譲受け 
 （２）多額の借財 
 （３）重要な使用人の選任及び解任 
 （４）従たる事務所その他重要な組織の設置、変更及び廃止 
（５）理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他こ

の法人の業務の適正を確保するために必要なものとして法令で定める体制の整備 
 （６）第３６条の責任の免除 
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（開催） 
第３９条 通常理事会は、毎年定期に、年３回開催する。 
 ２ 臨時理事会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催する。 
 （１）代表理事が必要と認めたとき 
（２）代表理事以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって代表理事

に招集の請求があったとき。 
（３）前号の請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を

理事会の日とする理事会の招集の通知が発せられない場合に、その請求をした理事

が招集したとき。 

（４）一般法人法の定めるところにより、監事から代表理事に招集の請求があったとき又

は監事が招集したとき。 

 
（招集） 

第４０条 理事会は、代表理事が招集する。ただし、法令に別段の定めがある場合を除く。 

２ 前項本文の場合において、代表理事に事故があるときは、各理事が理事会を招集する。 

３ 代表理事は、前条第２項第２号又は第４号の規定により、理事又は監事から請求があ

ったときは、その請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内

の日を理事会の日とする理事会の招集の通知を発しなければならない。 

３ 理事会を招集するときは、開催日の５日前までに、各理事及び各監事に対して書面を

もって通知を発しなければならない。 

４ 前項の規定にかかわらず、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集の手続を経

ることなく理事会を開催することができる。 

 

（議長） 

第４１条 理事会の議長は、代表理事がこれに当たる。ただし、代表理事に事故があるとき

又は代表理事が欠けたときは、出席理事のうちから議長を互選する。 

 

（決議） 

第４２条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半

数が出席し、その過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、一般法人法第１９７条において準用する同法第９６条の

要件を満たしたときは、理事会の決議があったものとみなす。 

 

（報告の省略） 

第４３条 理事又は監事が、理事及び監事の全員に対し、理事会に報告すべき事項を通知し

た場合においては、その事項を理事会に報告することを要しない。ただし、一般法人法

第１９７条において準用する同法第９１条第２項の規定による報告については、この限

りではない。 

 

（議事録） 

第４４条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 出席した代表理事及び監事は、前項の議事録に記名押印する。ただし、代表理事の選

定を行う理事会については、他の出席理事も記名押印する。また、理事会の決議の省略

があった場合及び理事会への報告の省略があった場合は、法令に定めるところによる。 

３ 議事録は、理事会の日から１０年間主たる事務所に備え置かなければならない。 
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（理事会規則） 

第４５条 理事会に関する事項は、法令又はこの定款に定めるもののほか、理事会において

定める理事会規則による。 

 

第７章 定款の変更及び解散 
 
（定款の変更） 
第４６条 この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。 
２ 前項の規定は、この定款の第３条及び第４条についても適用する。 

 
（解散） 
第４７条 この法人は、この法人の目的である事業の成功の不能その他法令で定められた

事由によって解散する。 
 
（公益認定の取消し等に伴う贈与） 

第４８条 この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併により法人が消滅す

る場合（その権利義務を承継する法人が公益社団法人又は公益財団法人であるときを除

く。）には、評議員会の決議を経て、公益目的取得財産残額に相当する額の財産を、当該

公益認定の取消しの日又は当該合併の日から１ヶ月以内に、公益社団法人及び公益財団法

人の認定等に関する法律第５条第 17 号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与

するものとする。 
 
（残余財産の帰属） 
第４９条 この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17 号に掲げる法人又は

国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 
 

第８章 委員会 
 
（委員会） 
第５０条 この法人の事業を推進するために必要あるときは、理事会はその決議により、委

員会を設置することができる。 
 ２ 委員会の目的、任務、構成及び運営並びに委員の選解任に関し必要な事項は、理事会

の決議により別に定める。 
 

第９章 事務局 
 
（事務局） 
第５１条 この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。 
 ２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。 
 ３ 事務局長及び重要な職員は、代表理事が理事会の承認を得て任免する。 
 ４ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 
 

第１０章 情報公開及び個人情報の保護 
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（情報公開） 
第５２条 この法人は、公正で開かれた活動を推進するため、その活動状況、運営内容、財

務資料等を積極的に公開するものとする。 
 ２ 情報公開に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 
 
（個人情報の保護） 
第５３条 この法人は、業務上知り得た個人情報の保護に万全を期するものとする。 
 

第１１章 附 則 
 

（設立時評議員） 

第５４条 この法人の設立時評議員は、次に掲げる者とする。 

   設立時評議員 小林肇恵、吉澤保幸、北川正義、山本英司 

池田喜久子、向真史、岩根順子、寺嶋嘉孝 

 

（設立時役員等） 

第５５条 この法人の設立時理事、設立時代表理事及び設立時監事は、次に掲げる者とする。 

   設立時理事 内藤正明、藤井絢子、深尾昌峰、野村正次、金再奎 

今井康生、矢島之貴、山﨑亨、遠藤惠子、川村陽子 

向井隆、西村俊昭、吉田定男、山本直彦、青山孝司 

谷善哉、平木秀樹、北川宏 

   設立時代表理事 内藤正明 

設立時監事 石井俊行、谷田良樹 

 

（最初の事業計画等） 

第５６条 この法人の設立当初年度の事業計画及び収支予算は、第９条第１項の規定に関

わらず、設立者の定めるところによる。 

 

（最初の事業年度） 

第５７条 この法人の最初の事業年度は、この法人成立の日から平成３０年３月３１日ま

でとする。 

 

（設立者の氏名及び住所） 

第５８条 設立者の氏名及び住所は、次のとおりである。 

   住 所  

   氏 名 深尾 昌峰 

 

（法令の準拠） 

第５９条 この定款に定めのない事項は、すべて一般法人法その他法令に従う。 

 

以上、一般財団法人東近江三方よし基金の設立のため、設立者の定款作成代理人 行政書

士谷田良樹は、電磁的記録である本定款を作成し、これに電子署名する。 

 

  平成２９年６月２日 
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   設立者  

       深尾 昌峰 

 

   定款作成代理人  

           行政書士 谷田 良樹 

 

 

附則 

１ 平成２９年７月３日定款変更 平成３０年７月２日施行 

 

 



貸借対照表 
2020年 3月31日現在

（単位：円）

科 目 当年度 前年度 増 減

Ⅰ  資産の部

１．流動資産

現金預金 3,979,630 1,667,136 2,312,494

未収金 9,483,242 7,348,007 2,135,235

流動資産合計 13,462,872 9,015,143 4,447,729

２．固定資産

(1) 基本財産

湖東信用金庫基本財産 3,001,000 3,001,000 0

基本財産合計 3,001,000 3,001,000 0

(2) 特定資産

湖東信用金庫指定寄付 3,617,505 3,459,734 157,771

特定資産合計 3,617,505 3,459,734 157,771

(3) その他固定資産

建物 251,335 348,626 △ 97,291

土地 7,021,620 7,021,620 0

出資金 20,000 20,000 0

その他固定資産合計 7,292,955 7,390,246 △ 97,291

固定資産合計 13,911,460 13,850,980 60,480

資産合計 27,374,332 22,866,123 4,508,209

Ⅱ  負債の部

１．流動負債

短期借入金 9,500,000 7,600,000 1,900,000

未払金 2,474,322 117,080 2,357,242

預り金 82,123 20,068 62,055

流動負債合計 12,056,445 7,737,148 4,319,297

負債合計 12,056,445 7,737,148 4,319,297

Ⅲ  正味財産の部

１．指定正味財産

寄付金 12,687,121 10,875,344 1,811,777

指定正味財産合計 11,084,097 10,875,344 208,753

（うち特定資産への充当額） 3,617,472( ) 3,459,734( ) 157,738( )

２．一般正味財産 4,233,790 4,253,631 △ 19,841

（うち基本財産への充当額） 3,001,000( ) 3,001,000( )                 0( )

正味財産合計 15,317,887 15,128,975 188,912

負債及び正味財産合計 27,374,332 22,866,123 4,508,209

公益財団法人 東近江三方よし基金



正味財産増減計算書
2019年 4月 1日から2020年 3月31日まで

公益財団法人 東近江三方よし基金

（単位：円）

科 目 当年度 前年度 増 減

Ⅰ  一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

事業収益 17,782,601[ ] 11,162,323[ ] 6,620,278[ ]

公益目的1事業 17,782,601( ) 11,162,323( ) 6,620,278( )

講座研修事業 789,209 0 789,209

行政受託事業 9,427,992 7,348,007 2,079,985

民間受託事業 7,565,400 3,360,000 4,205,400

講師派遣事業 0 454,316 △ 454,316

受取寄付金         1,603,024[ ]                 0[ ] 1,603,024[ ]

雑収益               411[ ]               757[ ] △ 346[ ]

受取利息 92 48 44

雑収入 0 709 △ 709

受取配当金 319 0 319

経常収益計 19,386,036 11,163,080 8,222,956

(2) 経常費用

事業費 19,332,574[ ] 10,705,665[ ] 8,626,909[ ]

給料手当 2,555,989 2,527,840 28,149

福利厚生費 0 60,827 △ 60,827

法定福利費 494,064 324,915 169,149

会議費 30,950 0 30,950

旅費交通費 366,966 506,404 △ 139,438

通信運搬費 121,566 122,600 △ 1,034

減価償却費 97,291 40,538 56,753

消耗品費 255,821 444,865 △ 189,044

印刷製本費 54,760 0 54,760

光熱水料費 32,703 0 32,703

賃借料 551,778 534,341 17,437

諸謝金 532,004 2,226,500 △ 1,694,496

租税公課 14,000 169,150 △ 155,150

支払助成金 1,603,024 0 1,603,024

委託費 12,287,952 3,655,280 8,632,672

支払利息 107,014 62,111 44,903

支払手数料 41,462 6,480 34,982

交際費 5,148 2,224 2,924

諸会費 168,382 7,000 161,382

雑費 100 14,590 △ 14,490

保険料 11,600 0 11,600

管理費 73,303[ ] 80,393[ ] △ 7,090[ ]

給料手当 60,000 57,660 2,340

法定福利費 11,683 0 11,683

賃借料 0 12,733 △ 12,733

支払手数料 1,620 0 1,620
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科 目 当年度 前年度 増 減

交際費 0 10,000 △ 10,000

経常費用計 19,405,877 10,786,058 8,619,819

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 19,841 377,022 △ 396,863

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 19,841 377,022 △ 396,863

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 19,841 377,022 △ 396,863

一般正味財産期首残高 4,253,631 3,876,609 377,022

一般正味財産期末残高 4,233,790 4,253,631 △ 19,841

Ⅱ  指定正味財産増減の部

受取寄付金 1,811,777[ ]         9,965,174[ ] △ 8,153,397[ ]

受取寄付金 1,811,777 9,965,174 △ 8,153,397

一般正味財産への振替額 △ 1,603,024[ ]                 0[ ] △ 1,603,024[ ]

当期指定正味財産増減額 208,753 9,965,174 △ 9,756,421

指定正味財産期首残高 10,875,344 910,170 9,965,174

指定正味財産期末残高 11,084,097 10,875,344 208,753

Ⅲ  正味財産期末残高 15,317,887 15,128,975 188,912
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